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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年8月8日(2013.8.8)

【公表番号】特表2012-531246(P2012-531246A)
【公表日】平成24年12月10日(2012.12.10)
【年通号数】公開・登録公報2012-052
【出願番号】特願2012-516977(P2012-516977)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  16/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ  16/00    ３７０Ｚ
   Ａ６１Ｍ  16/00    ３２０　
   Ａ６１Ｂ   5/08    ２００　

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月18日(2013.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人工呼吸（ＭＶ）から患者を離脱させるシステムであって、
　換気装置と、
　２以上の計測患者パラメーターを受け取るようにされたインターフェースモジュールを
有する制御装置であって、少なくとも１つの計測患者パラメーターがＣＯ２関連パラメー
ターを有し、前記制御装置は、更に前記２以上の計測患者パラメーターに基づき統合肺指
標（ＩＰＩ）の値（単位なし）を計算するようにされているとともに、計算した前記ＩＰ
Ｉの値（単位なし）に基づき、前記換気装置に信号を与えるようにされ、前記信号は、前
記換気装置における１以上の離脱関連パラメーターを調整する、制御装置と、
を有するシステム。
【請求項２】
　前記ＩＰＩ（単位なし）は、
　（ａ）第１の参照値と第１の計測患者パラメーターの比較に基づく前記第１の計測患者
パラメーターの特徴付け、
　（ｂ）第２の参照値と第２の計測患者パラメーターの比較に基づく前記第２の計測患者
パラメーターの特徴付け、及び
　（ｃ）特徴付けられた前記第１の計測患者パラメーター及び前記第２の計測患者パラメ
ーターの各々に連関した値に基づく前記指標値の計算であって、前記第２の計測患者パラ
メーターに連関した前記値に適用された重み付けファクターが、前記第１の計測患者パラ
メーターの前記特徴付けの影響を受ける、計算
　によって計算する、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記１以上の離脱関連パラメーターは、換気容積、換気圧力、補給酸素、呼吸終末陽圧
（ＰＥＥＰ）又はこれらの任意の組み合わせを有する、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記換気装置における１以上の離脱関連パラメーターの調整は、前記ＩＰＩの値（単位
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なし）が所定値以上の場合に前記人工呼吸を減少させるか停止させ、前記ＩＰＩの値（単
位なし）が前記所定値未満の場合に前記人工呼吸の補助を継続するか増加させることを含
む、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記換気装置における１以上の離脱関連パラメーターの調整は、前記ＩＰＩの値（単位
なし）が所定値以上の場合に酸素補給を減少させるか停止させ、前記ＩＰＩの値（単位な
し）が前記所定値未満の場合に前記酸素補給を継続するか増加させることを含む、請求項
１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記換気装置における１以上の離脱関連パラメーターの調整は、前記ＩＰＩの値（単位
なし）が所定値以上の場合に呼吸終末陽圧（ＰＥＥＰ）を減少させるか停止させ、前記Ｉ
ＰＩの値（単位なし）が前記所定値未満の場合に前記呼吸終末陽圧（ＰＥＥＰ）を継続す
るか追加することを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記ＩＰＩ（単位なし）は１から１０の範囲にあり、前記ＩＰＩの値（単位なし）が高
くなると、患者の状態が良くなり、または、前記ＩＰＩの値（単位なし）の増加が、患者
が離脱に成功する良い機会の指標となり、または、前記ＩＰＩの値（単位なし）の増加又
はその安定化が、離脱過程の成功の指標となり、または、前記ＩＰＩの値（単位なし）の
減少が、患者の状態の悪化の指標となり、または、少なくとも１つの前記パラメーターの
医療上重要性に従って前記ＩＰＩ（単位なし）を計算する、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記制御装置は、更に前記ＩＰＩの値（単位なし）の動向を計算するようにされている
とともに、前記ＩＰＩの値（単位なし）の前記動向に基づき、前記換気装置に信号を与え
るようにされ、前記信号は、前記換気装置における１以上の離脱関連パラメーターを調整
し、または、前記制御装置は、更に前記指標値の信頼性指標を計算するようにされており
、または、前記制御装置は、更に前記換気装置からの離脱に関する医療アドバイスを提供
するようにされている、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記ＩＰＩの値（単位なし）及び／又は前記換気装置からの離脱に関する前記アドバイ
スを表示する図形を更に有する、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記ＩＰＩ（単位なし）の計算は、ファジー論理、ベイジアンネットワーク、決定木、
ニューラルネットワーク、放射基底関数、線形回帰モデル、非線形回帰モデル、エキスパ
ートシステム、又はこれらの任意の組み合わせを適用することを有し、またはある期間に
亘って計測患者パラメーターを平均化することを有する、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　１以上の患者特徴若しくは前記計測患者パラメーターの安定性、又はその両方に基づき
前記期間を求める、請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記２以上の計測患者パラメーターはＣＯ２関連パラメーター及び１以上の計測患者パ
ラメーターを有し、前記１以上の計測患者パラメーターは、別のＣＯ２関連パラメーター
、呼吸速度（ＲＲ）、Ｏ２関連パラメーター、心拍数（ＨＲ）、心電図（ＥＣＧ）、脳造
影図（ＥＥＧ）、血圧、及び肺活量で成る群から選択される、請求項１に記載のシステム
。
【請求項１３】
　前記ＣＯ２関連パラメーターは、ＣＯ２波形関連パラメーター、呼気ＣＯ２濃度、呼吸
速度又はこれらの任意の組み合わせを有し、好ましくは、前記ＣＯ２波形関連パラメータ
ーは、ＥｔＣＯ２、ＥｔＣＯ２の変化、前記ＣＯ２濃度の増加率、前記ＣＯ２濃度の増加
率の変化、ＣＯ２濃度の所定パーセントの最大値への上昇時間、ＣＯ２濃度の所定パーセ
ントの最大値への上昇時間の変化、ＣＯ２濃度の所定パーセントの最大値への上昇角度、
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ＣＯ２濃度の所定パーセントの最大値への上昇角度の変化、各呼吸間の相関、各呼吸間の
相関、ＣＯ２使用率、ＣＯ２使用率の変化又はこれらの任意の組み合わせを有する、請求
項１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記計算は学習過程の適用を有し、前記学習過程は前記指標値の信頼性を増加させ、好
ましくは、前記学習過程は、ニューラルネットワーク法、サポートベクターマシン（ＳＶ
Ｍ）、遺伝的アルゴリズム、焼きなまし法、期待値最大化（ＥＭ）、事例に基づく推論、
又はこれらの任意の組み合わせを有する、請求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記ＩＰＩ（単位なし）の計算は、前記２以上の計測患者パラメーター及び１以上の患
者特徴に基づき、好ましくは、前記１以上の患者特徴は、年齢、体重、性別、病状、投薬
、換気、酸素補給、室内検査結果、血圧、病歴、挿管又はこれらの任意の組み合わせを有
し、より好ましくは、前記病歴は、喫煙、心疾患、肺疾患、睡眠時無呼吸、ペースメーカ
ー、又はこれらの任意の組み合わせを有する、請求項１に記載のシステム。
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